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放課後対策の総合的な推進について 

～全ての就学児童の、放課後の安全･安心な居場所づくりに向けて～ 
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１．国の「放課後子ども総合プラン」（文部科学省及び厚生労働省） 

（１）「放課後子ども総合プラン」とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「放課後子ども総合プラン」が目指すもの 

  ①共働き家庭等の就学児童のための取り組み 

 

 

 

 

 

 

  ②すべての就学児童のための取り組み 

 

 

 

 

 

 

（３）「放課後子ども総合プラン」の趣旨・目的 

①「小１の壁」を 打破するため、 共働き家庭等の児童にとって安心・安全な居場所を確保 

②次代を担う人材の育成のため、全ての児童が多様な体験・活動を行うことができる環境を整備 

 

保育所を利用する

共働き家庭等 

児童の小学校入学後の安全・安心な放課

後等の居場所確保の必要性に迫られる 

これがいわゆる 

「小１の壁」 

行政は児童の放課後等における安全・

安心な居場所の整備を求められている 
（目標１）放課後児童クラブの受皿の拡大が必要 

学校は、放課後も、児童が校外に

移動せずに安全に過ごせる場所 

すべての就学児童の健やかな成長のため、学校施設を活

用した放課後対策について、立場を越え、放課後対策の

実施主体にかかわらず、連携して取り組むことが重要 

（目標２）次代を担う人材の育成の観点から、放課後児童クラブと放課後子供教室を一体型を中

心として計画的に整備することが必要 

放課後児童クラブ 

（厚生労働省所管） 

放課後子供教室 

（文部科学省所管） 

青少年の問題行動の深刻化や地域や家庭の教育

力の低下等の緊急的課題に対応し、未来の日本

を創る心豊かでたくましい子供を社会全体で育

むため、放課後等に小学校の余裕教室等を活用

して、地域の多様な方々の参画を得て、子供た

ちとともに行う学習やスポーツ・文化活動等の

取り組み 

 

放課後等の子どもが安心して過ごせる生活の場

としてふさわしい環境を整え、安全面に配慮し

ながら子どもが自ら危険を回避できるようにし

ていくとともに、自主性、社会性及び創造性の

向上、基本的な生活習慣の確立等により、子ど

もの健全な育成を図ろうとする取り組み 

本市ではその一環として「放課後自習教室」

を実施 

従来「学童保育」と呼ばれているもので、本

市では「留守家庭児童会室」と呼んでいる 
 

放課後児童クラブの

受皿を拡大するとと

もに、放課後児童ク

ラブと放課後子供教

室を計画的に「一体

型」として整備しよ

うとするもの 

平成 26年 7 月 

放課後子ども 

総合プラン 

平成 19年 3 月 

放課後子ども 

プラン 
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（４）目標達成のための推進方策 

①学校施設の活用による実施促進 

②一体型の放課後児童クラブ・放課後子供教室の計画的な整備 

③民間サービスの活用による多様なニーズへの対応 

 

 

 

 参考 ①上記の「放課後子供教室」の取り組みを「全児童を対象とした放課後対策」と呼んでいる 

    ②「一体型」は「一本化」とは異なり、「放課後児童クラブ」は従来の役割を果たしつつ、同ク

ラブに通う子どもたちが「放課後子供教室」を上手に活用できる仕組みを作ることで、「放課

後児童クラブ」と「放課後子供教室」に通う双方の子どもの健全育成を図ろうとするもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一体型のイメージ（「一体型」は「一本化」とは異なる） 

 

授
業
終
了
後 

放課後児童クラブ 

放課後子供教室 

放課後児童クラブに通う子ども 

放課後子供教室に通う子ども 

選択 

ともに活動に参加（一体型） 

帰宅 

学習塾 等 

帰宅 

学習塾 等 

 

帰宅 

学習塾 等 

放課後すぐに帰宅する子ども 

開室時間 閉室時間 

開室時間 閉室時間 

放課後子ども総合プランの概要 

 

17 時頃 
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２． 放課後の子どもたちをめぐる本市の取り組み 

（１）現在の本市の取り組みの全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立小学校敷地内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留守家庭児童会室 

（放課後児童クラブ） 

●対象 

小学 1年生～4年生の留守家庭児童等 

 

 
 

平成 29年度～：小学 5年生まで受入 

平成 30年度～：小学 6年生まで受入 

●場所 

 留守家庭児童会室用の専用施設 

 （校舎外の別棟［一部余裕教室も活用］） 

●活動内容 

家庭の代替として、宿題、読書、遊び、おやつ 

等生活の場を提供し、子どもの健全育成を図る 

●運営 

支援員（任期付短時間勤務職員）及び准支援員 

（一般職非常勤職員）により運営 

●保護者の負担 

 7,200円（～18時） 8,200円（～19時） 

 ［別途おやつ代 2,000円／月が必要］ 

 

 

 

 

 

 

放課後自習教室 

（放課後子供教室） 

●学習方法 

自学自習力支援システム（パ

ソコン使用）を活用した、児

童一人一人の理解度に応じ

たプリント学習 

（中学校でも本事業を実施） 

●活動日・時間 

1 週間に 2 日～4 日、平日の

放課後 16時 30分まで。その

他、長期休業中や土曜日に開

室している学校もあり。 

●活動日・時間 

 平日（月曜日～金曜日） 

放課後～18時まで（延長～19時まで） 

 土曜日の臨時開室（年度内 9回程度） 

●運営 

退職教員や地域人材、大学生

等に「やる気ングリーダー」

として協力していただき、児

童の学習を支援 

 

・枚方子どもいきいき広場 

・市立小学校体育施設開放 

・市立小中学校及び幼稚園施設

開放 

 

 

その他関連する取り組み 

放課後自習教室に参加

後に留守家庭児童会室

に行く児童も 

放課後の留守家庭児童会室のスケジュール 

13:15   開室 

13:30頃 ミーティング 

14:30頃 児童の出欠・帰宅時間確認(随時) 

15:00頃 おやつの配膳 

15:30頃 おやつ 

16:00頃 自由遊び、宿題 

17:00  室内遊び 

18:00  延長保育 

19:00  片付け、閉室 

（注意） 

三季休業中等の

スケジュールは

左記とは異なる 
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（２）留守家庭児童会室事業 【放課後児童クラブ（厚生労働省）】 （放課後子ども課所管） 

  ①経過及び入室児童の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②児童福祉法及び放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準に基づく整備 

 

 

 

 

 

 

 

③留守家庭児童会室事業の現状と課題 

   ａ．現状 

    (1)入室児童数の増加 

 

 

 

 

 
 

    (2)退室児童数の減少 

 

 

 

 

 

 

本市の留守家庭児童会室の入室児童数の推移 

3,129

3,017
3,088

3,294

3,579

3,906

2,800

2,900

3,000

3,100

3,200

3,300

3,400

3,500

3,600

3,700

3,800

3,900

4,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28
4/1現在児童数

 

（経過） 
 
○平成 23年度～平成 25年度にかけては、入

室児童数は比較的横ばいで推移していた

が、平成 26年度より当面の措置として保育

料を月額 9,200 円から 7,200 円に減額した

ことも影響してか、平成 26年度の入室児童

数は前年度と比べ約 200人増加した。 

 

○保育所施策における待機児童対策の推進

等により、入室児童数が増加した。 

 

○平成 29年度から小学 5年生、平成 30年度

から小学 6 年生までの受入れを行うため、

さらなる入室児童の増加が見込まれる。 

○保護者の労働、病気等により、保育を必要とする児童に、放課後に適切な遊び及び生活の場

を提供し、健全な育成を図るため、留守家庭児童会室を設置。 

 

○ ＜条例に定める基準の主な内容＞ 

 ①専用区画の面積は児童 1人あたりおおむね 1.65㎡以上 

 ②支援の単位ごとに放課後児童支援員を 2人以上配置し、その内 1人は有資格者 

 ③児童の集団の規模はおおむね 40人以下 

保育所施策における待

機児童対策の推進等 

保育需要

の増加 

共働き世帯等の増加・祖父母世帯

に子どもを預ける世帯の減少 

留守家庭児童会室入室児童数の増加？ 

従来、高学年に近づくと退室

する傾向があった 

子どもの安全に関する保護者

の危機意識の高まり 

子どもへ

の伝播 

退室しない傾向の進展。小学 5～6 年

生における入室ニーズの発生 
通室する日数は少なくても入室は継続？ 

＋ 
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   ｂ．課題 

    (1)入室児童数増加に伴う児童会室用スペース確保の困難性 

     1)入室児童数の増加要因 

 

 

 

     2)入室児童数の増加に伴う児童会室用スペースの不足の発生 

 

 

 

 

 

 

    (2)運営人員確保の困難性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会状況の変化

に伴う増加 ＋ 平成 29年度から 

小学 5年生まで受入 

平成 30年度から 

小学 6年生まで受入 ＋ 

入室児童

数の増加 

新たな児童会室用ス

ペース確保の必要性 

一部小学校では空

き教室等が不足 

入室できない児

童発生の可能性 

支援員（有資格者［注］） 

［任期付短時間勤務職員］ 
＋ 

准支援員（無資格者） 

［一般職非常勤職員］ 

（全スタッフの約 25％を占める） 

児童会室 

運営スタッフ 

募集しても集まらず、

常に欠員状態 
加配等には臨

時職員も活用 

［注］資格：保育士・社会福祉士・教

諭となる資格等 

当初推計を上回る入室児童数の増加により、当初推計に基づく増改築では追いつかない場合 

変則勤務であること、子どもの安全を

守る重責感などが原因と考えられる 
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（３）放課後自習教室 【放課後子供教室（文部科学省）】 （教育指導課所管） 

  ①放課後自習教室の内容 

   ａ．目的 

      市立小中学校に、退職教員や地域人材、大学生等を「やる気ングリーダー」として配置し、 

児童生徒一人ひとりの理解度に応じたプリント学習ができるＩＴを活用したシステムを活用 

して、児童生徒の学習意欲を高め、自学自習力を育むとともに、基礎学力の向上を図る。 

 

   ｂ．学習方法 

      全小中学校に設置している、自学自習力支援システム（パソコン使用）を活用した、児童

生徒一人一人の理解度に応じたプリント学習 

 

   ｃ．学習支援 

      退職教員や地域人材、大学生等に「やる気ングリーダー」として協力していただき、児童

生徒の学習を支援 

 ［活動内容］放課後自習教室において、学習プリント等に取り組む児童・生徒の安全管理及び

学習支援 

 ［活動時間］1週間に 2日～4日、平日の放課後（小学校は 16時 30分まで）の 2時間が基本 

          その他、長期休業中や土曜日に開室している学校もあり。 

    ［報償金等］1時間あたり  教員免許状を有しているもの  1,500円 

                  教員免許状を有していないもの  900円 

 

  ②実施状況と課題 

   ａ．実施状況 

実施日数 参加児童数 「やる気ングリーダー」活用人数 

3,847日（１校平均 60日） のべ 81,442人 173人（１校あたり 2.7人） 

 

平均参加人数 小学校１日あたり 27人 

中学校 1日あたり８人 

（平成 27 年度実績） 

   ｂ．課題 

     支援者である「やる気ングリーダー」の安定確保 
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３．他市の全児童対象の放課後対策と学童保育の一体的運営事例 

（１）民間事業者による全児童対象の放課後対策と学童保育の一体的運営事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【事例】東京都 千代田区立九段小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プリズム（放課後子供教室） 学童クラブ（放課後児童クラブ） 

活動日 月・火・木・金曜日の放課後 月～金曜日の放課後、土曜日、長期休業中 

参加対象者 在籍児童（小学 1年生～小学 6年生） 

区内在住または区立小学校在学の小学生で、放

課後等、児童の世話をできる保護者等がいない

場合 

（次ページへ続く） 

 

学校を舞台にして多彩なプログラムを提供しながら学童保育を行う民間事業者である「放課

後ＮＰＯアフタースクール」に委託して、学校施設を活用した放課後子供教室と放課後児童

クラブ（学童保育）を一体的に運営。放課後子供教室は週 4日、放課後児童クラブは週 6日

開催で長期休業期間も開催。 

概要 

 

 
○「学び」「遊び」「体験」を柱とするプリズム（放課後子

供教室）と学童クラブ（放課後児童クラブ）を一体的に

運営 

 

○同一事業者（放課後ＮＰＯアフタースクール）が、学童

クラブとプリズムを一体的に運営 

 

［実施例］東京都千代田区立九段小学校の事例 

    モデルケース＜民間事業者による一体的運営＞ 

 

○民間事業者のノウハウを活用した事業運営 

○同一事業者が運営することで、放課後子供教室と放課後子どもクラブ（学童保育）のスム

ーズな一体運営と、放課後子供教室と放課後子どもクラブの交流を実現 

ポイント 

 

○基本保育時間の延長（従来 17 時までの保育

時間を 18時［最長 19時］まで延長） 
 

○ さまざまな専門家（プロ）を「市民先生」

として呼ぶなど、多彩な事業を展開 

取組の効果 
 放課後 

児童クラブ 

放課後 

子供教室 

活動日数 H27.9～運営開始のため不明 

実施場所 専用部屋 
運動場・ｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀ室・理科室 

共通の 

活動場所 
運動場・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室・理科室 

 

基礎データ 

詳細 
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（前ページからの続き） 

 プリズム（放課後子供教室） 学童クラブ（放課後児童クラブ） 

活動内容 ○スポーツ ○宿題・ドリル ○体験学習 ○工作 ○夏祭り ○クリスマス会など 

運営 放課後ＮＰＯアフタースクール 

費用 参加費は無料 

①育成料月額：月～土／4,000円 

（平日放課後～18時 土曜日8時 15分～18時） 

（減免あり） 

②夜間育成料月額：3,000円 

(～19時)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）放課後ＮＰＯアフタースクール 

名称 特定非営利活動法人 放課後 NPOアフタースクール 

設立 2009年 6月 10日 

連絡先 TEL：03-6721-5043 ／ Fax：03-6721-5044 ／ Mail：info@npoafterschool.org 

ミッション 「子どもたちの放課後を救え！」    

ビジョン みんなでつくる「楽しい放課後」、学校で。    

開校数 関東地域に 15校開校 

放課後ＮＰＯアフタースクールが提供している多彩なプログラム 
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（２）地域の人々による全児童対象の放課後対策と直営の学童保育の一体的運営事例 

 
 

 【事例】大阪府 茨木市 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 放課後子ども教室（放課後子供教室） 学童保育室（放課後児童クラブ） 

活動日 
放課後、土曜日、日曜日、 

長期休業中（各小学校区により異なる） 
放課後、土曜日、長期休業中 

参加対象者 各小校区に在住の小学生 

市立小学校または大阪府立特別支援学校に在

籍の小学 1～3年生で、保護者が就労・病気等

により、放課後の保護・育成にあたれない家庭

の児童。ただし、小学 3年生から継続して入室

している支援学級又は特別支援学校に在籍す

る児童にあっては、小学 6年生まで 

 

放課後児童クラブ（学童保育）は小学校内に専用の部屋を確保している。 

放課後子供教室は、運動場やプレイルームを一時利用しており、週に 6 日開催で長期休業期

間も開催。学習活動や自由遊びに加え、地域で活動する方や専門知識を持っている方に、実

行委員会が声をかけ、多彩な「講座」を展開している。 

 

 

概要 

 

○ 放課後子供教室と放課後児童クラブとの連携に力を入れており、放課後児童クラブの指導

員が放課後子供教室のプログラムを月に一度担当している。 
 

○ 講座は、スポーツ活動（ミニバスケット、ドッジボール、卓球等）、文化活動（和太鼓、茶

道、将棋、フラダンス、料理等）と多岐にわたる。 

ポイント 

 

○ 放課後児童クラブの指導員が講座を担当す

ることで、放課後児童クラブの児童が放課

後子供教室に参加しやすくなっている。 
 

○ 多岐にわたる講座が開催されていることに

よって、人との関わりや異年齢交流を通じ、

子供たちはさまざまな経験を得ている。 

取組の効果 
 放課後 

児童クラブ 

放課後 

子供教室 

活動日数 292日 216日 

実施場所 専用部屋 
運動場 

プレイルーム 

共通の 

活動場所 
運動場・プレイルーム等 

（上記は平成 26年 3月 31日現在） 

基礎データ 

詳細 

（次ページへ続く） 
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（前ページからの続き） 

 放課後子ども教室（放課後子供教室） 学童保育室（放課後児童クラブ） 

活動内容 
○自由遊び    ○スポーツ 

○文化活動    ○学習活動 

○宿題等の自習 

○運動場や専用教室内での遊び 

運営 

各校区ごとに「放課後子ども教室実行

委員会」が設置され、市の委託を受け

て地域に住む人々が運営 

市直営（指導員として、任期付短時間勤務職員

を配置） 

費用 
参加費は無料 
（体験学習・傷害保険等の実費負担が必

要な場合あり。） 

①月   額：月～金／5,000円  

(～17時)  月～土／6,000円 

②延長利用：月～金／3,000円 

(～19時)  月～土／3,600円 

（非課税世帯等・2人目以降減額） 

相互連携 平成 20年度から相互に連携して事業を実施 

（上記は平成 28年度） 

 

（３）［参考］民間学童保育の事例 

 【事例①】キッズベースキャンプ（東急沿線を中心に 22店舗を展開） 

従来の学童保育

との違い 
従来の学童保育では体験できないこと、教えてくれないことを提供 

キッズベースキ

ャンプの考え方 

自発性・コミュニケーション力などの人間力を養成 

（知識中心の教育を行う塾との差別化を図っている） 

日常プログラム 

○日常プログラムの中で、挨拶やマナーなどを身につけ、『礼儀・道徳・規律』を

養成。 

○国語や算数などの学習指導は行わず、毎日子どもが自ら宿題に取り組むように

促し、『学習習慣』を身につけさせる 

○キッズコーチとともに、楽しい遊びの中で、友だちとの『人間関係形成力』や

『コミュニケーション力』を養成 

 

 

 

 

 

イベント 

プログラム 

○イベントプログラムでは、年間を通してエコをテーマにしたボランティア、い

のちの教育、イングリッシュ、クッキング、野外キャンプなど多彩なプログラ

ムをご用意 

○それぞれのイベントの中で、グループワークや発表を通し、『論理的思考』『コ

ミュニケーション力』を自然に身につけさせる 

○自然や環境への理解、公共心などそれぞれの『知的好奇心』を伸ばし、さらに、

様々な経験から自信を積み重ねて、『自発性、自立心』を養成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習習慣サポート 

・外遊び 

・キッズミーティング（帰りの会）や掃除 

・キッズコーチによるコーチング 

（知識・社会性） 

キッズ MBA 

KBCマナー＆生活技術 

世界を知ろう KBCイングリッシュ 

エコボラキッズ研究所 
 
（ものづくり） 

食育・歳時記・クッキング  

アート工作 

（アクティビティ） 

スポーツ大会 

アウトドアキャンプ＆ツアー 

農業体験 
 
（スペシャル・季節のイベント） 

スペシャルイベント 

季節のイベント 
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新しい 

サービス 

○送迎サービス（学校送迎・お帰りサポートサービス・オプション送迎） 

○最長 22時までの延長保育 

○昼食・夕食の提供 

キッズコーチ 

○キッズコーチは子どもたちを楽しませ、一人ひとりに目を配りながら人間力を育

成 

○キッズコーチの採用にあたっては、子どもたちを惹きつける人間性（パーソナリ

ティ）を重視し、日々の生活の中で、子どもたちのやる気や、気づきを引き出せ

るようコーチングを行う 

○キッズコーチは、子どもたちの個性を引き出すために日々さまざまな工夫を凝ら

して、子どもたちと楽しく豊かな時間を共有 

○キッズコーチは、自分自身の創意工夫で子どもたちをサポートし、子ども・保護

者重視のサービスを作り上げていく、新しい形の保育のプロフェッショナル 

利用料金（例） 

【ケース①】 

 

 
【ケース②】 

 

（次ページへ続く） 
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（前ページからの続き） 

利用料金（例） 

【ケース②】続き 

 
 

【ケース③】 

 

 
 

利用時間帯 
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【事例②】本市における民間学童保育の事例（Ｋｉｄｓ Ｄｕｏ［英語で遊ぶ、学ぶ］） 

市内所在地 

Kids Duo 枚方：大阪府枚方市朝日丘町 2-19 枚方スイミングスクール１F 

Kids Duo くずは：大阪府枚方市楠葉並木 2-23-3 アイワマンション 1F 

（Kids Duoは、全国に 83校を開設［平成 28年 9月現在］） 

コンセプト 

「英語で遊ぶ、学ぶ」 

 Kids Duoは、子どもの第２の家として、英語を通じて子どもたちの興味や好奇

心をさまざまな角度から刺激する、新しいタイプの学童保育・幼児教育施設 

 

「自分力を高める英語環境」 

Kids Duo では、「自分で考え、

自分で決めて、自分で行動す

る」ことで、子どもたちが「自

分力」を高めてほしいと考えて

いる。 

そのためにオールイングリ

ッシュで長時間を過ごす「英語

環境」を土台としたうえで、年

齢に関係なく集団で過ごす「無

学年の集団」という柱を用意し

ている。 

ただ英会話を学ぶだけでな

く、小さいころから縦社会に触

れることで、高いコミュニケー

ション能力を身につけさせよ

うとするもの。 

テーマは５つの

やる気スイッチ 

１．受け入れること(Acceptance)    ２．競うこと(Competition) 

３．真似すること(Imitation)      ４．挑戦すること(challenge) 

５．ほめること(Praise) 

コース 

【学童保育（小学生コース）／１年生～６年生】 

①コース概要 

 
（注意）プログラムは選択制。 子どもたちが自分でやりたいと思ったプログラム

に参加する。 

（次ページへ続く） 
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（前ページからの続き） 

コース 

②１日の流れ 

 
（参考）小学生コースとは別に、キンダーコースとして、未就学児（３歳～６歳）

対象のプログラムもある。 

新しいサービ

ス 

○送迎サービス（学校 → Kids Duo への巡回送迎） 

○やる気スイッチポイント 

 「やる気スイッチポイントカード」を発行。貯まったポイントは、おもちゃ・文

房具・自転車など多数のラインナップから好きなプレゼントと交換することがで

きる。 

 

スタッフ 経験豊かなネイティブスタッフと日本人バイリンガルスタッフ 

利用料金 
32,400円～（1日 6時間/週 2回から）※月謝制 

（別途入会金 21,600円等が必要） 

開校時間帯 13:30～19:30（最長 20:30まで［別料金］） 
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４．本市での全児童対象の放課後対策と学童保育の一体的運営に向けた課題 

（１）児童とその保護者のニーズの把握 

   全児童を対象とした放課後対策の具体的な中身の検討に先立ち、そこに参加する児童とその保護

者のニーズの把握が必要 

 

 

 

（２）どのようなスタンスで一体的な運営に向けて動き出すか 

  ①検討の視点 

   ａ．予算（投入する経費についての考え方） 

   ｂ．学童保育との役割分担を踏まえた全児童対象の放課後対策の事業運営形態 

   ｃ．本市における一体的運営のイメージ 

   ｄ．学校（教員）との責任の切り分け 

   ｅ．民間学童保育等の事業者との棲み分け 

  ②事業運営形態ごとのメリット・デメリットの把握 

   ａ．民間事業者による全児童対象の放課後対策と学童保育の一体的運営 

メリット デメリット 

・地域人材も活用した多様で魅力的なプログ

ラムの提供が可能 

・入室児童の増加が予想される学童保育の受

皿としての活用が可能 

・求める質に応じた新たな経費が発生する 

・事業を委ねる民間事業者の確保に課題 

   ｂ．地域の人々による全児童対象の放課後対策と直営の学童保育の一体的運営 

メリット デメリット 

・全児童対象の放課後対策は、地域が主体と

なった事業であり、地域のつながりの再生に

も役立つ 

・比較的経費を抑えた実施が可能 

・平日昼間の事業運営を委ねることが可能な

地域は限定される 

 

 

（３）民間学童保育サービスの望ましい基準の調査・研究 

   今後増加が予想される民間学童保育事業者の選択に役立つ、「望ましい基準」の調査・研究 

 

 

平成 28年度中に市立小学校 45校の児童（各校第 2・4学年の各 1クラス）及びその保護者を

対象に、放課後対策に係るアンケートを実施予定（児童・保護者を合わせて計約 6,000人） 


